生活衛生豆知識№53

アニサキスによる事故の取扱い

前号に続き「アニサキス」関連です。神奈川県内でもたびたび「アニサキスによる事故」は発生しています。２事例と日本食品衛生協会の通知、取扱いについての個人的意見を付けてお知らせします。

事例　１

１．発生月日　平成７年１０月

２．原因施設　相模原市　スーパー内の魚介類販売業

３．原因食品　生のギンザケ

４、概要

スーパーで生のギンザケを買い、自分で調理し、マリネを作って夕食に食べた。２時間後に気分が悪くなり、吐いたところ、吐物の中に虫様の動くものがあり、救急病院で診察を受けたところ、胃アニサキス症と診断された。治療は、内視鏡で２回摘出（7～8匹）し、一週間後に治癒した。

５．対策　　　今後、鮮魚の表示について加熱用は「加熱してお召し上がり下さい」というラベル貼付する。

６．備考　　　有症相談（行政は関与しなかった）

共済額（日本食品衛生協会）　　215,462円

事例　２

１．発生月日　平成１２年４月

２．原因施設　横浜市　大手スーパー内の魚介類販売業

３．原因食品　カツオの刺身（推定）

４．概要

大手スーパーで「カツオの刺身」を買い、午後6時半から２名で夕食（献立：カツオの刺身、めかぶのきざみパック、肉野菜炒め、生鮭切り身焼き、カブのポン酢あえ、ご飯）を食べたところ、１名が午後10時頃から①胃の膨張感　②吐き気　③腹痛（へその上からみぞおち、ちくちく痛い）　④軟便２回（夜中と翌朝5時頃）の症状を呈した。受診し、胃から「虫」をとってもらったら、症状は改善された。

５．医師の診察

症状及び喫食状況からアニサキス症と判断。内視鏡で確認したところ、胃の中にひも状の虫がいることを確認。原因と思われる虫を取り出した。取り出した虫を、行政で鑑定したところ「アニサキス（Ⅰ型と推定）」と同定された。

６．措置　　　食中毒扱い（衛食166号　平成11年12月28日　厚生省食品保健課長通知「食中毒統計作成要領の一部改正について」で、「原虫及び寄生虫による飲食に起因する健康被害についても食中毒としての取扱いを明確にする」とされた。）

アニサキス事故の賠償共済について

日本食品衛生協会理事長から次の文書があります。

食協第49号　昭和63年5月19日　財団法人日本食品衛生協会理事長から各支部長あて

「食品営業賠償共済における魚介類の寄生虫（アニサキス等）に関する共済金の支払いについて」

１．共済金が支払われる場合

料理飲食店や魚介類販売店等において、消費者がそのまま食べられる状態の料理として食品営業者が食品を提供した場合には、共済金の支払い対象とする。

２．共済金が支払われない場合

上記１．以外の場合は、共済金は支払わられないものとする。（例えば、魚の丸太売りの場合）

＊１）食協理事長通知を素直に読むと、事例１は「共済金は支払わられない」と解釈されます。当時の状況は不明ですが、今後、注意ラベル貼付するということで、支払わられたものと思われます。

＊２）食中毒事件としての取扱いも、食協理事長通知、１．の場合と同様と考えて良いと思います。鮮魚店で丸のアジなどに「新鮮、お造りします」と書かれ、お客の要望で三枚に卸した場合も同様と考えられます。急いで処理しますが、十分に注意する必要があると思います。（笈川）
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